
ディケンズ・フェロウシップ日本支部  
合同大会 

日 本 ギ ャ ス ケ ル 協 会      
 

日時：2004 年 10 月 3 日(日) 10:30 より 
会場：大手前大学 

 
 9:45 受付 
10:30 開会 

司  会  小池 滋氏  （東京都立大学名誉教授） 
開会の辞  山脇百合子氏 （日本ギャスケル協会々長） 
歓迎のご挨拶  川本 皓嗣氏 （大手前大学長）  

10:50-11:50 
研究発表  第 1 室 (Dickens Fellowship) 

司会 植木研介（広島大学） 
中島彰子 (大手前大学・院生) 「Hard Times における Sissy Jupe の役割」 
玉井史絵（同志社大学）   「The Old Curiosity Shop―都市と農村、そして帝国」 

  第 2 室 (Gaskell 協会) 
司会 林 芳子（神戸女子大学） 

宮丸裕二 （早稲田大学・非） 「小説化される人生―伝記作家としてのギャスケル」 
金丸千雪（九州女子大学）  「Cousin Phillis における身体と言語：「他者」の役割」 

 
12:00-13:00 

ディケンズ・フェロウシップ理事会 
昼食(会員控室) 

 
13:00-15:00 

シンポジウム 「社会小説家としてのディケンズとギャスケル」 
司会・講師 西條隆雄 (甲南大学) 
講師  足立万寿子   （ノートルダム清心女子大学） 
講師  田中孝信 (大阪市立大学) 
講師  閑田朋子 (日本大学) 

 
15:00-16:00 

総会   第 1 室 (Dickens Fellowship) 第 2 室 (Gaskell 協会) 
 
16:00-17:30 

講演  
司会  松岡光治 (名古屋大学) 
講師  Professor Alan Shelston  (Manchester University) 
演題     “The Eagle and the Dove: Dickens, Mrs Gaskell and the publishing culture 

of the mid-nineteenth century.” 
 

 
17:30 

閉会の辞 西條隆雄氏（ディケンズ・フェロウシップ日本支部長） 
 
18:00 

懇親会 (於大手前大学アートセンター) 
司会 松村昌家氏（大手前大学） 


